
 
 
 
 
 
 
 

校   訓 ： 質実 自治 奉仕 
教育目標 ： 自他を尊重し、自律する生徒 

保護者配付 令和７年１０月３０日 
地域回覧        令和７年１１月５日 

 

◇玲瓏祭が終わりました。 
 令和元年（平成 31 年）度までは、秋まつりと称して、小中合同

でステージ発表を行い、午後は生徒会主催のパフォーマンス大会が

行われたという記録が残っています。令和２年度からは、新型コロ

ナウイルス感染症の関係で、合同での発表などができなくなり、「玲

瓏祭」の名が生まれ、中学校だけでの秋の発表会でした。 

 地域、保護者の皆様からの要望や、小中の連携、接続を鑑み、午前中に小中合同での発

表を行いました。盛りだくさんの内容でしたが、中学生としては、小学生の発表から、と

ても良い刺激をいただき、学年合唱、全校合唱につなげ、パフォーマンス大会で、会場が

笑いと感動の渦で巻き込まれました。 

 

◇学年合唱（曲目） 

 １学年 大切なもの 

２学年 あなたへ－旅立ちに寄せるメッセージ 

３学年 決意 

◇全校合唱  星影のエール  ほらね、 

◇吹奏楽部演奏  「くるみ割り人形」より  Kitajoヒッツ・セレクション 

◇パフォーマンス 

 

 

 

 

 

 

 

 どこからこのアイデアが出て、この脚本にまとめられるのか、と思う劇、パロディ、お

笑いでした。何の忖度もなく、ただひたすら面白くて、笑いが止まらない３つのパフォー

マンスでした。２年生も、３年生も昨年のパフォーマンスの内容の一部が引き継がれてい

るところもあり、楽しめました。そして、ひときわ芸術性の高さを感じたダンス。「きれ

っきれ」の３人の動きが、見事でした。先日、あるテレビ番組で、ダンスのテクニックの

「アイソレーション」が紹介されていましたが、３人のダンスの中にもいろいろな技がち

りばめられているように見えました。最初から、最後まで音楽に合わせた拍手が続きまし

た。裏方として、様々な形で活躍していた人もいて、充実したひとときでした。 

ジャンル グループ名 

劇 かぐや姫と“選ばれなかった”者たち 

パロディ 北条出口 

ダンス ＨＩＶＥ 

お笑い やる気ＭＡＸ！ガールズ！ 

北条中 学校だより 
令和７年度 第７号 

 

芳 風 
 よ し   か ぜ 



※11月 1日は「新潟県教育の日」、11月は「新潟県教育月間」です。 

 

■ １１ 月 の 主 な 予 定 
 

月 火 水 木 金 土 日 

３ 文化の日 ４ ５ 

３年生親子レク 

スクールカウンセラー 

６ 

小中合同避難訓練 

親子健康学習会 

７ 

１年生親子活動 

８ ９ 

英検２次 

１０ １１ 

いじめ見逃しゼ

ロスクール集会 

１２ 

 

１３ 

全校集会 

生徒集会 

選挙公示 

１４ 

進路説明会 

１５ 

数学検定 

１６ 

１７ 

預り金引落日 

１８ 

学校研一斉研修日 

※給食後放課 

１９ ２０ 

２年生薬物乱

用防止教室 

２１ ２２ ２３ 

勤労感謝

の日 

２４ 

２３日の振替休日 

２５ 

生徒会役員選挙 

選挙運動開始 

確認テスト(３年) 

２６ ２７ 

プラネタリウ

ム見学(３年) 

専門委員会 

２８ 

県中学校教育

研究会授業公

開（３年音楽） 

２９ ３０ 

１２/１ ２ 

オープンスクール 

全校同和教育授業 

３ 

立会演説会 

投票日 

４ 

当選発表 

５ ６ ７ 

 

◇第２回生活改善チャレンジ週間   11月12日（水）～11月18日（火） 

第２回生活改善チャレンジが、小学校と同じ日程で行われます。「私の目標」として、

１日のうちの１％（1 5 分）を有効に過ごすための目標を決め、他にも、朝食（朝食を食

べたか）、就寝時刻（目安…23 時までに就寝 できたら○出来なかったら×）、就寝時間

（何時間睡眠したか）、メディア使用時間（目安…２時間以内）の４項目をチェックしま

す。ご家庭でのご協力をお願いいたします。 

11月６日（木） 北条小４年生～６年生児童と北条中生徒及びその保護者、そして、地

域の皆様を対象とした「親子健康学習会」を行います。柏崎市出身のTikToker、「しおり

の胃袋」様を講師に、「メディア×食＝可能性 ∞（無限大）～メディアとの健やかな付

き合い方～」をテーマに講演をいただき、併せて、参加者で、家庭での食事やメディアと

の付き合い方について振り返る時間があります。 

生活改善チャレンジ週間の取組にもつながる内容を予定しています。 

（１０月に地域回覧で、案内をお届けした内容です。） 

 

◇暗い部屋のろうそく －目指そう、意見のつながりがある授業－ 

後期の授業で「意見の交流」を活発に行ってほしいと願い、前期終業式で話しました。

停電で真っ暗な部屋に４１人がいました。誰も動けず、何も見えない中、一人が小さなろ

うそくに火を灯しました。その光で周りが少し見えるようになり、他の人も動き出しまし

た。最初の小さな明かりが、みんなの安心につながり、他の人も「自分も持っている」と

言って、光を出し始めました。そして、部屋全体が明るくなりました。情報も光と同じ。

自分の意見や小さな気づきを出すことで、周りの人も話しやすくなります。 （校長） 

生活改善チャレンジ週間 


